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衣服のデザインの開発では着用者がどの程度暑熱に適応しているかを明らかにする
ことが重要。
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本研究は大変興味ある内容を含んでいます。暑熱に暴
露した際の前腕からの局所の発汗速度を測定し、発汗の
波を高速フーリエ変換により周波数解析をおこなってい
ます。暑熱に馴化した群と非馴化群では発汗の波の特定
周波数域の周波数成分の多い少ないが異なることが明ら
かになりました。さらに、暑熱に馴化した群と馴化して
いない群では快・不快を起こさせる要因が異なることを
観察しています。
本実験を通して、暑熱環境下での快適な衣服のデザイ
ンの開発する場合、着用者がどの程度暑熱に適応してい
るかをまず明らかにすることが重要であるといいます。
同じ発汗であっても、どれだけ暑熱馴化しているかによ
り、発汗の波の成分が相当異なっていることを見出した
知見は重要であると思われます。これらを具体的に被服
のデザインにいかしていくかは今後の課題と思われます。
また、熱帯地域に生活する人々と日本で暑熱に馴化し
た人々の間で発汗波の特性が異なるかどうかなど興味は
つきません。
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